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最終下校時間 5時30分     授葉日数 16日

【4月 の主な予定 】
5日   着任弐 始業式   17日   3年全国学力学習状況調査
入学式           1年 校外学習

6日  離任式      20曰  学校説明会
9日   新入生歓迎会         部活動保護者説明会
10日  身体計測      ☆ 4月 の昼食なし 4/5 4/6 (1年 4/17日 )☆


